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近現代の創作に登場する400名と
その作品のべ3,000点

●伝説・伝承や逸話・奇談が残る日本の歴史
上有名な人物について、登場する創作作
品（主に歴史・時代小説。漫画を除く）を紹介す
るブックガイドです。 

●幕末維新期までの実在人物374名の見出
しのもと、伝説・逸話を含めた簡単な人
物紹介と、その人物が登場する創作作品
のべ3,857点の情報を収録。図書には内
容がわかる要旨や短編作品名を記載して
います。

●活躍した時代から人名を引ける「時代別
人名一覧」、著者名から引ける「著者名索
引」付き。

日外アソシエーツ 編
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● 実在の人物が登場する作品を楽しむためのブックガイド ●

日本史の謎にせまる歴史時代小説
人名から引く伝説・逸話 3000冊

一休宗純　いっきゅうそうじゅん　明徳5年（1394）～文明13年（1481）　別名
道号 一休，諱 宗純（宗順），号 狂雲子・夢閨（むけい）・瞎驢（かつろ）など

室町時代の臨済宗大徳寺派の僧、詩人。後小松天皇の皇子と伝わる。奇行が知ら
れるが、禅宗の腐敗に抗し、大徳寺の復興にも尽くした。「一休さん」として有
名なとんち話は後世の創作。

『一休破戒帖　女賊始末』　平野純著　
芸術新聞社　2021.6　317p　19cm　○I　　
978-4-87586-617-6
時は室町時代。禅僧一休は、ある日十
七年前に近江で命を救ってくれたお冴
と京の郊外で再会する。お冴は盗賊の
女首領になっていた。二人はまた逢う
約束をするが、彼女は何者かの手に
よって誘拐されてしまった。京の裏社
会を仕切る孫八の手を借りてお冴の捜
索にのりだすが、彼女の誘拐が最近倶
利伽羅峠山中で起きた砂金強奪事件と
何らかの関わりがあることが判明。事
態は思わぬ方向へ動き出す―。

『一休禅師頓智奇談』（立川文庫セレク
ション）野花散人著　論創社　2019.2
　221p 19cm　1800円　978-4-8460-
1800-9

『ぬばたま一休』（朝日文庫）　朝松健著
朝日新聞出版　2009.11　339p　15cm
　800円　○I　　978-4-02-264527-2
足利将軍家の威勢廃れ、荒れ果てた都
で一休が出会ったのは、邪教・真言立
川流の秘儀によってかりそめの命を得
た髑髏だった。呪具が告げるおぞまし
き真実とは…（『一休髑髏』）。

『忍者からす』（時代小説文庫）　柴田錬
三郎著　ランダムハウス講談社　2008.4

　404p　15cm
強靭な魂と躯、面妖な秘術、そして異形
の相貌をもつ忍者「鴉」たち。その系
譜は、あらゆる時代の陰に蠢き、血塗
られた歴史の裏に潜んでいた。一休禅
師、山中鹿之介、塚原卜伝から……史
上の傑物たちと暗躍する「鴉」たちの
交錯を描く、柴錬伝奇小説九篇。

葛飾応為　かつしかおうい　生没年不詳　別名　名は栄。お栄，阿栄，應
栄，栄女

江戸時代後期の浮世絵師。葛飾北斎の三女。現存する作品は十数点。北斎作品に
は、応為の作もしくは共作が相当数あると考えられ、特に北斎80歳以降の肉筆画
の一部を応為の代筆とする説がある。

『北斎まんだら』（講談社文庫）　梶よう
子著　講談社　2019.8　381p　15cm　
740円　○I　　978-4-06-516836-3
信州小布施の豪商の惣領息子・高井三
九郎は、葛飾北斎の弟子になるために
江戸へやって来た。だが相手にしても
らえず、美人画絵師の渓斎英泉にからか

『眩（くらら）』（新潮文庫）　朝井まかて
著　新潮社　2018.10　454p　15cm　
710円　○I　　978-4-10-121631-7
あたしは絵師だ。筆さえ握れば、どこ
でだって生きていける―。北斎の娘・
お栄は、偉大な父の背中を追い、絵の
道を志す。好きでもない夫との別れ、

内容見本

■ 収録人物例 ■

明智光秀（安土桃山時代の武将）／出雲阿国（安土桃山時代の女性芸能者）／伊藤若冲（江戸中期の画家）／上田秋成（江戸中期の国学者、歌人、読本作者）／大
岡忠相（越前）（江戸中期の幕臣、江戸町奉行、寺社奉行）／織田信長（戦国時代の武将）／国定忠治（江戸後期の侠客、博徒）／孝謙天皇（称徳天皇）（奈良時代、
第 48 代天皇）／坂本龍馬（幕末期の志士）／下斗米秀之進（相馬大作）（江戸後期の武士）／高野長英（江戸後期の蘭学者、医師）／千葉周作（幕末期の剣客）／平
敦盛（平安末期の武将）／徳川光圀（江戸時代前期の大名、水戸藩２代藩主）／土方歳三（幕末期の幕臣、新選組副長）／卑弥呼（３世紀頃の邪馬台国の女王）／源
義経（平安末期～鎌倉初期の武将）／紫式部（平安中期の物語作者、歌人）／八百屋お七（江戸時代の八百屋の娘）／柳沢吉保（江戸前期の幕臣、大名）…etc.


